
ボーリング柱状図No.1 ボーリング柱状図No.2

S-05

設計GL=31.27

風化岩・風化土

砂・砂礫

粘土・シルト

ボーリング柱状図

調 査 名 京丹後市庁舎増築棟整備基本・ 実施設計業務委託（ 地質調査）

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 2 調 査 位 置 京 都 府 京 丹 後 市 峰山 町 杉 谷 地 先 北 緯 3 5 ° 3 7’ 2 4”

東 経 1 3 5 ° 3’ 4 1 ”発 注 機 関 京 丹 後 市 役 所 建 設 部 都市 計 画・ 建 築 住 宅 課 調 査 期 間 令和 4年 1 2月 7日 ～ 4年 1 2月 9日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 国 土 地 建

電話 ( 0 7 4 8 - 6 3 - 0 6 8 0 )
主 任 技 師 木 村 浩

現 場

代 理 人 篠 原 健
コ ア

鑑 定 者 濱田 竜 也
ボ リーング
責 任 者 濱田 竜 也

孔 口 標 高 30.75m
角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用

機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A - 2
ハンマー

落下用具
半自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン N F D 9 - M ポ ン プ カノ V 6 - B総 掘 進 長  16.26m

ボーリング No

シ ート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

標

高

(m)

28.95

27.65

26.85

26.05

24.45

24.00

22.75

21.95

20.75

20.25

14.49

層

厚

(m)

1.80

1.30

0.80

0.80

1.60

0.45

1.25

0.80

1.20

0.50

5.76

深

度

(m)

1.80

3.10

3.90

4.70

6.30

6.75

8.00

8.80

10.00

10.50

16.26
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上部5㎝アスファルト 舗装。

GL-0.30m迄砕石。
瓦片混入。
コンクリート 殻最大1 30mm混入。
φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。
砂の粒径は不均一。含水中位。

埋土・
礫混り
粘土質
砂

黄
茶
灰

非
常
に
緩
い

粘着性中位～やや高い。
φ =2～5㎜の細礫混入。

有機物混入。
砂は微細砂主体。

礫混り
砂質粘
土

暗
灰

中
位

φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。
中粗砂主体。含水高い。
粘土分若干混入。

礫混り
砂

暗
灰

中
位

砂は微細砂主体。有機物混入。
所々シルト 分多く 含む。
粘着性中位。

砂質粘
土

暗
灰

中
位

φ =2～1 5㎜の亜角礫混入。
砂は中粗砂主体。
含水高い。

礫
混
り
砂

淡
灰

中
位

砂は細砂主体。
シルト 分全体に混入。

シルト
質砂 暗灰

φ =2～1 5㎜の亜角礫主体。
砂は中粗砂主体。

GL-7.15～7.25m砂質粘土挟む。
含水高い。

砂
礫

黄
灰

中
位

有機物多量混入。
軽質。

有機質
粘土

黒
褐

軟ら
かい

砂は細砂～中砂主体。粗砂混入。
φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。
シルト 分若干混入。含水中位。

礫混り
砂

淡灰
～黄
灰

中
位

砂は微細砂主体。
シルト 分不規則に混入。含水低い。

シルト
混り砂

淡黄
灰 中位

花崗岩の風化帯。
礫混り 砂状～砂礫状で採取。
礫はφ =2～1 0㎜の風化礫主体。
砂の粒径不均一。
礫は指圧で崩れ砂状になる。

風
化
岩

淡
桃
白

淡
茶
灰

非
常
に
密
な

孔

内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

0.55
12/8

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15
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4.45

5.15
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10.45

11.15

11.45
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０４．地質調査結果

３．構造計画

ボーリング柱状図

調 査 名 京丹後市庁舎増築棟整備基本・ 実施設計業務委託（ 地質調査）

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 1 調 査 位 置 京 都 府 京 丹 後 市 峰山 町 杉 谷 地 先 北 緯 3 5 ° 3 7’ 2 5”

東 経 1 3 5 ° 3’ 4 3”発 注 機 関 京 丹 後 市 役 所 建 設 部 都市 計 画・ 建 築 住 宅 課 調 査 期 間 令和 4年 1 2月 5日 ～ 4年 1 2月 7日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 国 土 地 建

電話 ( 0 7 4 8 - 6 3 - 0 6 8 0 )
主 任 技 師 木 村 浩

現 場

代 理 人 篠 原 健
コ ア

鑑 定 者 濱田 竜 也
ボ リーング

責 任 者 濱田 竜 也

孔 口 標 高 30.78m
角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用

機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A - 2
ハン マー

落下用具
半自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン N F D 9 - M ポ ン プ カノ V 6 - B総 掘 進 長  18.19m

ボーリング No

シ ート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

標

高

(m)

28.78

28.33

27.68

26.63

22.28

21.28

20.83

20.18

17.78

12.59

層

厚

(m)

2.00

0.45

0.65

1.05

4.35

1.00

0.45

0.65

2.40

5.19

深

度

(m)

2.00

2.45

3.10

4.15

8.50

9.50

9.95

10.60

13.00

18.19
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上部5㎝アスファルト 舗装。

GL-0.20mまで砕石。
砂の粒径は不均一。
礫はφ =2～5㎜の細礫主体。
シルト 分全体に混入。
粘土分不規則に混入。

埋土・
礫混り
シルト
質砂

黄
褐

赤
褐

緩
い

粘着性中位。
砂分不規則に多量混入。

砂質粘
土 暗褐 中位

φ =2～10㎜の亜角礫混入。
砂は細中砂主体。含水高い。

粘土質
砂 黄灰

微砂若干混入。

有機物混入。
有機質
粘土

暗
茶
灰

非常
に軟
らか
い

φ =2～10㎜の亜角礫混入。
砂は中粗砂主体。
含水高い。

GL-6.35～6.50m砂質粘土挟む。
所々φ =30～40㎜の亜角礫若干混入。

礫
混
り
砂

淡
灰

緩
い

中
位

φ =2～5㎜の細礫全体に混入。
粘着性中位～高い。
砂は微細砂主体。

礫混り
砂質粘
土

淡茶
灰

非常
に軟
らか
い

φ =2～5㎜の細礫若干混入。
砂は細中砂主体。含水高い。

粘土混
り砂

暗青
灰

有機物多量混入。
砂分不規則に多量混入。

有機質
粘土 茶褐 軟ら

かい

礫はφ =2～1 0㎜の風化礫主体。
砂の粒径は不均一。
礫は指圧で崩れ砂状になる。
マサ土化して礫混り 砂状を呈す。

風
化
土

淡
白

淡
茶
灰

中
位

密
な

花崗岩の風化帯。
砂礫状で採取。
礫はφ =2～30㎜の風化礫主体。
砂の粒径は不均一。
礫は指圧で崩れ砂状になる。
シルト 化している部分あり 。

風
化
岩

淡
桃
白

非
常
に
密
な

孔

内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

1.50
12/5

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.10

3.47

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.50

7.15

7.45

8.15

8.45
9.00

9.46

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15
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S-06

設計GL=31.27

ボーリング柱状図No.3 ボーリング柱状図No.4

風化岩・風化土

砂・砂礫

粘土・シルト

設計GL=30.90

（防災倉庫）

ボーリング柱状図

調 査 名 京丹後市庁舎増築棟整備基本・ 実施設計業務委託（ 地質調査）

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 3 調 査 位 置 京 都 府 京 丹 後 市 峰山 町 杉 谷 地 先 北 緯 3 5 ° 3 7’ 2 6”

東 経 1 3 5 ° 3’ 41 ”発 注 機 関 京 丹 後 市 役 所 建 設 部 都市 計 画・ 建 築 住 宅 課 調 査 期 間 令和 4年 12月 15日 ～ 4年 12月 16日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 国 土 地 建

電話 ( 0 7 4 8 - 6 3 - 0 6 8 0 )
主 任 技 師 木 村 浩

現 場

代 理 人 篠 原 健
コ ア

鑑 定 者 篠 原 健
ボ リーング

責 任 者 篠 原 健

孔 口 標 高 30.76m
角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用

機
種

試 錐 機 東 邦 D1 - C
ハン マー

落下用具
半自 動 落 下 装 置

エン ジ ン ヤン マ ー T F1 2 0 V - E 2 ポ ン プ 東 邦 B G - 4総 掘 進 長  19.15m

ボーリング No

シ ート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

30.26

28.76

28.06

25.96

24.66

22.96

22.31

20.96

18.76

16.76

11.61

層

厚

(m)

0.50

1.50

0.70

2.10

1.30

1.70

0.65

1.35

2.20

2.00

5.15

深

度

(m)

0.50

2.00

2.70

4.80

6.10

7.80

8.45

9.80

12.00

14.00

19.15
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密
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対
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記
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上部3cmアスファルト 舗装。
礫φ =2～5㎜主体。砂の粒径不均一。

埋土・
砂礫 褐灰

砂の粒径は不均一。
φ =2～5㎜の細礫混入。
全体にシルト 分混入。

含水やや高い。

埋土・
礫混り
シルト
質砂

黄
褐
灰

非
常
に
緩
い

φ =2～5㎜の細礫若干混入。
細中砂主体。粘土分混入。
粘着性中位。

砂質シ
ルト

暗
灰

軟ら
かい

砂は中粗砂主体。
細砂若干混入。
礫φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。

GL-3.00mシルト 質砂5cm挟む。
含水高い。

礫
混
り
砂

淡
灰

緩
い

中
位

粘着性中位。
砂は微細砂主体。

砂
質
粘
土

暗
灰

砂は中粗砂主体。
細砂若干混入。
φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。

GL-6.50～6.70m粘土挟む。

含水高い。

礫
混
り
砂

淡
灰

緩
い

中
位

砂は中粗砂主体。含水高い。
礫φ =2～1 0㎜の亜角礫主体。砂礫 淡灰 中位

粘着性高い。砂は細中砂主体。

GL-9.05m付近砂ブロック状に挟む。

GL-9.55m以深互層状に砂層挟む。

砂
質
粘
土

暗
灰

砂は中粗砂主体。
礫はφ =2～1 0㎜の亜角礫主体。

含水高い。
下部シルト 分若干混入。

砂
礫

淡
灰

中
位

砂礫状～礫混り 砂状を呈す。
φ =2～1 0㎜程度の礫が指圧で崩れ砂
状になる。

GL-13.0m付近シルト 化著しい。
色調の変化著しい。
砂の粒径は不均一。

風
化
土

緑
灰

淡
黄
白

密な
～非
常に
密な

花崗岩の風化帯。
砂礫状～礫混り 砂状で採取。
礫はφ =2～1 0㎜の風化礫主体。
砂の粒径は不均一。
礫は指圧で崩れ砂状になる。

風
化
岩

緑
褐
灰

淡
緑
灰

非
常
に
密
な

孔

内
水
位
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1.05
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ボーリング柱状図

調 査 名 京丹後市庁舎増築棟整備基本・ 実施設計業務委託（ 地質調査）

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 4 調 査 位 置 京 都 府 京 丹 後 市 峰山 町 杉 谷 地 先 北 緯 3 5 ° 3 7’ 2 8”

東 経 1 3 5 ° 3’ 3 8”発 注 機 関 京 丹 後 市 役 所 建 設 部 都市 計 画・ 建 築 住 宅 課 調 査 期 間 令和 4年 12月 12日 ～ 4年 1 2月 1 3日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 国 土 地 建

電話 ( 0 7 4 8 - 6 3 - 0 6 8 0 )
主 任 技 師 木 村 浩

現 場

代 理 人 篠 原 健
コ ア

鑑 定 者
篠 原 健

ボ リーング
責 任 者

篠 原 健

孔 口 標 高 30.83m
角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°
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180°
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用

機
種

試 錐 機 東 邦 D1 - C
ハン マー

落下用具
半自 動 落 下 装 置

エ ン ジ ン ヤン マ ー T F1 2 0 V - E 2 ポ ン プ 東 邦 B G - 4総 掘 進 長  19.07m
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0.50
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度
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稠

度

記

事

上部2cmアスファルト 舗装。

GL-0.1 5m迄砕石。
埋土・
砂礫 暗灰

礫はφ =2～1 0㎜の亜角礫主体。
風化礫多く混入。
砂の粒径は不均一。

埋土・
粘土混
り砂礫

赤
褐

非常
に緩
い

砂の粒径は不均一。
所々砂分多量混入。

砂質粘
土

暗
灰

砂は粗砂主体。含水高い。
φ =2～5㎜の礫主体。所々粘土挟む。砂礫 灰

粘着性高い。有機物混入。
微細砂混入。

砂混り
粘土 暗灰

砂は細砂で粒径均一。
シルト 分全体に混入。

シルト
質砂 暗灰

砂は粗砂主体。
φ =2～5㎜の細礫混入。
所々有機物挟む。含水高い。

礫混り
砂

淡
灰

中
位

砂は細砂主体で中粗砂混入。
有機物混入。炭化木片混入。
所々粘性土薄く挟む。含水高い。

シルト
質砂

暗
灰

非常
に緩
い

砂は中粗砂主体。
φ =2～1 0㎜の亜角礫混入。
含水高い。

GL-9.00～9.20mシルト 質砂挟む。

礫
混
り
砂

淡
灰

中
位

砂は中粗砂主体。
細砂不規則に混入。
礫はφ =2～1 0㎜の亜角礫主体。
最大礫径30㎜。
風化礫混入。
含水高い。

GL-11.0m付近ﾌﾞﾛｯｸ状に粘土挟む。

GL-12.0m付近砂質シルト 5cm挟む。

砂
礫

淡
灰

中
位

花崗岩の風化帯。
砂礫状～礫混り 砂状で採取。
礫はφ =2～15㎜の風化礫主体。
礫は指圧で崩れ砂状になる。
砂の粒径不均一。
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０４．地質調査結果
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　コストや工期及び納期を比較した結果、鋼管杭による杭基礎が本計画に最も適していると考え、基礎形式を鋼管杭とした。

■下表に、基礎工法として、鋼管杭、既製杭、場所打ちコンクリート杭、地盤改良の比較を示す。

０５．基礎工法比較

S-07
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■基礎工法として、コスト及び工期等優位な先端翼付鋼管杭工法を採用する。



０６．設計条件

構造モデル

■準拠規準等

建築基準法及び同施行令

国土交通省告示・通達

官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説　令和３年版　　　公共建築協会

建築構造設計基準及び同解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共建築協会

建築鉄骨設計基準及び同解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共建築協会

鉄筋コンクリート造構造計算規準・同解説　　　　　　　　　　　　日本建築学会

鋼構造設計規準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本建築学会

建築基礎構造設計指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本建築学会

建物規模

主体構造

架構形式

基礎形式

使用材料

地上３階

鉄筋コンクリート造

杭基礎

X,Y両方向ともラーメン構造

■構造概要及び使用材料

鉄筋　SD295　　（せん断補強筋・壁・スラブ・その他）

　　　SD345　　（柱・梁主筋）

コンクリート　Fc=30～33N/mm2

■積載荷重

■風荷重

　　地表面粗度区分　　　　Ⅲ

　　速度圧　　　　　　　　q=0.6EVo

　　基準風速　　　　　　　３２m/s

■地震荷重

　　地盤種別　　　　　　　　　第二種地盤

　　　　　　　　　　　　　　　二次設計用　　1/200

　　目標性能層間変形角　　　　一次設計用　　1/200

                   　     　　二次設計用　　Co=1.0

　　標準せん断力係数　　　　　一次設計用　　Co=0.2

　　建物重要度係数　　　　　　Ｉ＝1.50

　　地震地域係数　　　　　　　Ｚ＝1.0

　　設計ルート　　　　　　　　ルート３

　　地震層せん断力係数　　　　Ci=Z・Rt・Ai・Co・(Ⅰ)

　　振動特性係数　　　　　　　国土交通省告示第1793号による

■積雪荷重

　　最大積雪深度　　　　　　　150ｃｍ

　　単位重量　　　　　　　　　30N/cm・㎡　（多雪地域）

２０２０年版建築物の構造関係技術基準解説書　　　　　　　　　　建築行政情報センター

建築物荷重指針・同解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共建築協会
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０７．仮定断面

１階柱２階梁伏図

２階柱３階梁伏図 ３階柱Ｒ階梁伏図
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